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保 育士養成カ リキ ュ ラム 変更に伴 う保 育実習にお け る学生の 変化 に つ い て

　　　　そ の 1　　健康状態 に つ い て

○中山　孝　 ・　 鈴木　恒
一

　 ・　 小原 　榮 子

　　　 （名 古屋文化学園保 育 専 門学 校 ）

1 ．研究 目的

　 『児童福祉法施行規 則第39 条の 2 第 1項第 3号の

指定保育士養成施設の 修業教科及び 単位数並 び に履修

方法 （平成 13 年厚 生労働省告示第198 号）に よ り

新た に定 め られ、これに 基づ く保育実習の 履修方法等

は 「保育実習実施 基準 」 に よ る こ ととして、平成 14

年度入 学者がら適用す る。』この 告示改正 に よ っ て 、特

に保育実習が従来の 必 須科 目、「保育実習 1 （事前 事 後

指導を含む）」に加 え 「保 育実習 ロ 」又 は 「保育実習HI」

が選択必 修科目に 改正 され た 。 本校 に於い て は、平成

15 年度 よ り 「保育実習 nj を選 択 必 修科 目とし、こ

の た め保 育所 に於ける実習が 2 週 間か ら 4週 間 とな り、

8A 上旬 に 1週 間及 び9 月 下旬か ら 10 月中旬 の 3 週

間 実施 して い る。

　そ こで、保育実習が 2 週間か ら4 週 間に な っ た こ と

に よる学生 自身の 心身の 変化に つ い て 注目し、これ を

学生の 健康状態か らの 側面、そ して学生の 実習修得度

の 側面か ら検討 して い き た い。

　まず、本研究で は学生 の 健 康状態 の 側面 か ら学生 の

心 身の 変化に っ い て 検討する。

2 ．研究内容 と方法

　研 究 内容は 次の 通 り で あ る。

（1 ） 保 育実習中の 健康状態の 年度比 較に つ い て

（2 ）保育実習中の 健康不 良者 の 疾病 等 の 年 度 比 較

　 　 　 に つ い て

（3）保育実習中の 健康不 良に よ る実習欠席 理 由構

　　　成及 び実習欠席者数の 年度比 較に つ い て

（4 ）保育実習中の 健康不 良に よる実習欠席 日数構

　　　成及 び実習欠 席 者 数 の 年 度比 較に つ い て

　研究方法は次の 通 りで ある。

　質問紙法に より実習実施後、ア ンケ
ー

ト調査を行 っ

た。調査 実施 日は、2002 年度は 10 月 7 日 （月 ）、

2003 年度は 10 月 14 日 （火）で ある。

　ア ン ケート内容を 資料 1 に 示 す。こ の 内、本研 究で

は、質問項 目の 内 『3 ）体調に つ い て 』（自由記 入 ）か

ら実習中の 学生 の 健 康状態 の 分析を行 っ た。

　また、学生の 実習中の 欠 席に っ い ては、学校への 欠

席理 由の 連絡 を義務づ け て お り、こ の 結果 につ い ての

分析を行 っ た。なお、本校 の 保育実習で は乳 児保 育を

中心 と した実習を希望 ・依頼 して お り、保育実習時の

実習対象児の 年齢構成は資料 2　表 1 （以 下資料 2 を

省略） の 通 りで あ る。

　また、ア ン ケ
ート対象者及び 実 習期 間は、次 の 通 り

で あ る 。

【2002 年度｝

2 年 生　 184 名 （男 子　26 名　女子 158 名）

　　 9／ 23 （月 ）〜10 ／　5 （土）　 2 週 間

【2003 年度1
2 年生　 181 名 （男子　24 名　女子 157 名）

　　8 ／　4 （月 ）
〜　8／ 　9 （土 ）　 1 週間

　　9 ／ 22 （月）
〜10 ／ 10 　（土 ）　 3週間

3 ，結 果 と考 察

（1）保育実習中の 健 康状態 の 年 度比 較に つ い て

　学生 の健康状態の 年度比較 にっ い て、表 2 に 示す 。

2002 年度に は、184 名中、健康状態が良好で あ

っ た学生は、108 名 （58 ，7 ％）、こ れ に対 し、実

習期間中不 良又 は
一

時期不 良で あっ た学生は、76 名

（41 ，3 ％）とな っ た。これ に 対 し、2003 年度

で は 181 名中健康状態が 良好 と答え た学生 は 77 名

（42 ．5％）、そ して 不 良と答えた学生は、104 名

（57 ．5 ％）とな り、不 良 と答 えた学生が、27 名

（15 ．0 ％）上 回 っ た。

　こ の こ とは、2002 年度の 保育実習期間が 2 週間

で あっ た の に 対 し、2003 年度 で は、4 週 間 とな り、

こ の 実習期間の 増加が実習中の 学生 の 健康状態 に 影響

してい る と考 え られ れ る。

　また、健康状態が 不良で あっ た 学生 の 内、一時的に

体調を崩 した学生 につ い て 注 目す る と、2002 年度

で は、57 名 （31 ．0 ％） に 対 し、2003 年度で

は、86 名 （47 ．5％）とな り 35 名 （15 ．5 ％）

増加 した。こ れに つ い て も前述同様、実習期間の 増加

が考 え られ る。

　 しか し、こ れ に対 し健 康状 態が 良好 の 学生の 内、自

らが健康管理 に 努め た とア ン ケートを通 して 申告 した

学生 が 、
2002 年度、そ して 2003 年 度 を比 較 す

る とほ とん ど変わ らない こ とか ら実習期間の 増加 だけ
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で はなく、こ の よ うな状態 に も関わ らず学生 の 健康管

理 意識の 低さを示 して い る と考えられ る。

（2 ）保育実習中の 健 康不 良者 の 疾 病等 の 年度 比較

　 　 　 に つ い て

　保 育実習中、健 康不 良とな っ た学生の 疾病等は表 3

が示 す通 りであ る。なお、こ の 数字は のべ 人数で あ る。

2002 年度 と 2003 年度を比 較す る とそ の 疾病 と

そ の の べ 人 数 に大 きな差は み られ ない 。

　しか し、腰痛 につ い て は、2002 年度に はの べ 人

数 104 名中、 1名 （1．O ％） で あつたの に対 し、

2003 年度で は、148 名中8名 （5．4 ％） と増

加 し た。

　 こ れは実習期間の 増加 に 伴い、乳幼児との 関わり（抱

っ こなど〉が時間的 に も量 的に も増加 し、 腰な どに負

担が かか る場合 が増加 して い ると考えられる。

　（
13

）保 育実習中の 健康不 良に よる実習欠席理由

　　　 及び 実習欠 席者数の 年 度 比較 につ い て

　 保育実習中の 健康不 良に よる 実習欠席理 由及び 実習

欠席者数 の 年度比 較に つ い て 表 4 に 示 す。これ は、各

年度 の健康不 良者の 内、実習欠席理 由別 に実習欠席者

数を 分析 し、比較じた もの で ある 。

　
’
まず、健康不 良者 の 内、1 日で も実習を欠席 した 学

’
生 を見 る と2002 年度で は、11 名 （14 ，5 ％）、

こ れ に対 し 20 、0．3 年 度で は、29 名 （27 ，9 ％ 〉

と割合 か ら比較 しそ約 2倍 となっ た。
』

　 また、欠席理由別 に見て み る と両年度とも風邪に よ

り欠席した学生 が多く見 られ たが、2002 年度で は

8名 （10 ．5 ％）だ っ た の に 対 し、2003 年度 で

は 22 名 （21 ，2 ％ ） とこれ に つ い て も約 2倍 と増

加 して い る。 さ らに 2002 年度で は見 られ なか っ た

腰痛が 2003 年度で は、3名 （2 ．9 ％）、 さ らに 胃

炎 が 2名 （1．9 ％）見られ た。

　 こ れ らの こ とか ら欠席者数の こ の よ うな増加 は、実

習期間が 2 週間か ら4 週間に増加 された こ とに 関連が

あ
’
る と考 え られ るが、2003 年 度に お い ては、欠 席

理 由に っ い て も腰痛 が見 られ た他 、胃炎が見 られ た こ

とは、『現代の 学生は 打たれ弱い。』などとい う言葉で

表 され る よ うに実習 期間 が増加 した こ とに よる精神的

プ ッ レ シ ャ
ーが 原因に よる もの も含まれ て い るの か も

しれ ない
。 こ の よ うなこ とか ら今後も様々 な健康不 良

に よ る 欠席 理 由が 出現 す る怖れ が あ る の で は ない か と

考える。

　（5）保育実習中の 1建康不良に よ る実習欠席 日数

　　　及び実習欠席者数 の 年度比較に つ い て

　保 育実 習 中の 健康 不 良に よ る実 習欠席 日数及び 実習

欠 席 者 数の 年度比較 に つ い て 表 5 に 示 すc これは 、各

年度の 健康不 良者の 内、実習欠 席 目数別 に実習欠席者

数を分 析 し、比較した もの で あ る。

　欠席日数別 に見てみ る と両年度 と も欠席 日数 1 日の

学生 が最も多く見 られ た が、2002 年 度で は、8名

（10 ．5 ％）だ っ た の に対 し、2003 年度 で は、

24 名 （23 ．1％） とな り、2 倍以上 の 増加 となっ

た。さらに 2002 年度 では  欠席 2 日の 学生が 2名

（2 ．6 ％）で あっ た の が、2003 年度では、4名

（3 ．8 ％）とな っ た。

　 これ らめこ とか ら欠席 日数で は、実習期間が 2週 間

か ら 4 週 間に増加 され た こ とに よ る学生 の 実習欠 席 日

数 の 増加 は見られない。しか し実習期間が増加 された

こ とに よ り実習期間中に おい て 1 日欠席 した学生が 2

倍以 上に増加 した こ とは、大きな問題で ある と考える。

4 ．ま とめ

　 保育実習にお い て、実習中留意 しな くて は い けない

点として 『健康の 維 持』は何 よ り も重要 で あ り実習 の

土 台で もある こ とは言うまで もな い 、 しか し、これ ま

で 学生の 実習期間中の 健康状態の 分析を多面的な視点

か ら考察 し、様 々 な問題点が 含ま れ て い る こ とが 明 ら

．か に な っ た。こ れ らの こ とを念 頭 に お き今艦 の 学 生 の

健康 とい う視点か らどの ような実習指導が 必要である

の か 整理を試み た。
・学生 へ の 健康管理 の 重 要性 の 周 知 と理解の 徹底

・学生 の 自己 健康管理 の 知識 ・方法の 理解 の 徹底

・ボ デ ィ
ー

メ カ ニ ク ス 等 に よ り身体 に 関す る機 能 を

　理解 し、実習中に於 い て 身体め機能に負担の か か ら

　な い 知 識 ・方 法 の 修 得 の 徹底

　 また、今回 の 研究を通 して 推測 され た学生 の 精神的

な弱さか ら起こ るの で はない か と思われる 胃炎、こ れ

が実習の 中の 健康状態 に影響を及ぼ し、さらに実習中

の 欠席 に結びつ い て い るか も しれ な い とい うこ とは、

実 習 の み な らず 就 職 の 際に も大 きな 問題 を引き起 こ す

可能性 が危惧 され る。

　今後 は、さらに実習中の 学生の 健 康状態 につ い て学

生 の 糟神 的な弱 さ との 関連め有無、そ して あ るとすれ

ばどの よ うな状態 で現 れ、実習に どの よ うな影響 を及

ぼす の か検討 して い きた い 。

（資料 1 ・2は 会場 で 掲 示 及 び 配 布 します 。 ）
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